
道路構造物管理実務者研修（平成２９年度）

平成２９年度の道路構造物管理実務者研修
＜関東地方整備局主催ｰ橋梁（４日間）、トンネル（３日間）＞

目 的：地方公共団体職員の技術力育成のため、点検要領に基づく点検に必要な知識技能の習得を図る。

対 象：地方公共団体職員及び関東地方整備局職員

開催状況・予定：

橋梁初級研修Ⅰ ①Ｈ２９．７．１８～７．２１
②Ｈ２９．９．２６～９．２９

橋梁初級研修Ⅱ ①Ｈ２９．１０．３～１０．６
②Ｈ２９．１１．２８～１２．１

トンネル研修 ①Ｈ２９．１０．３１～１１．２

場 所：国土交通大学校 柏研修センター

※橋梁初級研修Ⅰ：点検要領に基づく点検に必要な知識・技能の習得

橋梁初級研修Ⅱ：補修・補強の工法選択の判断に必要な基礎知識の習得

＜昨年度の研修状況＞

地方公共団体
参加・申込み状況（団体数）

４５
４２

３３（申込み数）
４１（申込み数）

１３（申込み数）
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点検講習会の取り組み紹介<東京都道路メンテナンス会議主催>

耐震補強現場見学会

１ 日時 平成２９年７月２６日（水）１４時～１５時
２ 場所 国道４号 千住新橋（東京都足立区）
３ 内容 ＲＣ橋脚補強、落橋防止装置システム
４ 見学者 ２９人（１５自治体）

橋梁点検講習会

日 時 平成２９年１１月２０日（月）
９時～１７時（予定）

平成２９年１１月２８日（火）
１０時～１６時（予定）

場 所 講義：特別区職員研修所
千代田区神田相生町１

実習：国道１４号 小松川第二高架橋
江戸川区松島１丁目

講義：相武国道事務所
八王子市大和田町

実習：国道２０号 大和田橋
八王子市明神町

主な
対象者

東京都特別区職員 各区市町村等の職員

資料⑧

地方公共団体職員の技術力向上を図るため、技術講習会等を開催
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点検講習会の取り組み紹介<(公財)東京都道路整備保全公社主催>

開催日 平成29年10月27日（金）

対 象 区市町村職員（受講者数 ３０名程度）

会 場 【午前】
(公財)東京都道路整備保全公社会議室

【午後】
（実物大モデルの見学）
土木技術支援・人材育成センター
（点検実地トレーニング）
特例都道南砂町吾嬬町線第476号丸八橋（江東区）

資料⑧
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関東地方整備局
大宮国道事務所橋梁点検の地域一括発注の状況（全国・関東地方）

○市町村の人不足・技術力不足を補うため、市町村の点検・診断の発注事務を都道府県が一括して実
施。

6%

94%

市町村
（420）

（24）

（396）

22%

78%

市町村
（420）

（93）

（327）

33%

67%

市町村
（420）

（138）

（282）

全国 ○平成２８年度は、６０５市町村（３８道府県）が地域一括発注を活用。

関東地方 ○平成２８年度は、１３８市町村（８県）が地域一括発注を活用。
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点検業務の支援（点検代行）

(公財)東京都道路整備保全公社の受託状況

・平成26年度
【国分寺市】 道路ストック総点検事業に関する業務

→橋梁点検 10橋（近接目視・一部JR実施）

・平成27年度
【国立市】 道路ストック点検事業に関する業務

→橋梁点検 36橋（近接目視）

・平成29年度
【国立市】 道路ストック点検事業に関する業務

→橋梁（カルバート）点検 5橋（近接目視）

【調布市】 横断歩道橋点検および補修・撤去に関する業務
→横断歩道橋点検 1橋（近接目視）
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『道路メンテナンス技術集団』による『直轄診断』

地方公共団体への支援策の一つとして、緊急かつ高度な技術力を要する可能性が高い
施設について直轄診断を実施（平成２６年度３橋梁、平成２７年度２橋梁＋１シェッド、平成２８年度２橋梁）

直轄診断：「橋梁、トンネル等の道路施設については、各道路管理者が責任を持って管理する」という原則の下、それでもなお、地方公共団体の技
術力等に鑑みて支援が必要なもの（複雑な構造を有するもの、損傷の度合いが著しいもの、社会的に重要なもの、等）に限り、国が地方
整備局、国土技術政策総合研究所、土木研究所の職員等で構成する「道路メンテナンス技術集団」を派遣し、技術的な助言を行うもの。

【直轄診断実施箇所とその後の対応】【全体の流れ】

【平成２８年度 直轄診断実施箇所】

■万石橋（秋田県湯沢市） ■御鉾橋（群馬県多野郡神流町）

＜御鉾橋の状況＞＜万石橋の状況＞

〈地方公共団体〉

点検・診断

〈道路メンテナンス会議〉

現地調査を踏まえ
直轄診断候補箇所の選定

〈国〉

直轄診断実施箇所の選定

直轄診断実施

結果とりまとめ

報告 推薦

報告

修繕代行事業、大規模修繕・更新事業等の実施

診断内容、地域の実情等に応じ、

年
度

H
26

年
度

H
27

年
度

H
28

橋脚の洗掘

主桁のひびわれ

鉄筋の露出

主桁の変形

直轄診断実施箇所 措置

三島大橋
（福島県三島町）

修繕代行事業

大渡ダム大橋
（高知県仁淀川町）

修繕代行事業

大前橋
（群馬県嬬恋村）

大規模修繕・更新補助事業（更新）

沼尾シェッド
（福島県南会津郡下郷町）

修繕代行事業

猿飼橋
（奈良県吉野郡十津川村）

修繕代行事業

呼子大橋
（佐賀県唐津市呼子町）

修繕代行事業

万石橋
（秋田県湯沢市）

修繕代行事業

御鉾橋
（群馬県神流町）

修繕代行事業

洗掘範囲

橋脚基部側面図

単位（mm)

洗掘範囲

47

資料－⑩



48

資料－⑪



49



50



30%

100%

73%
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関東地方整備局
大宮国道事務所交付金事業等における架替え要件の厳格化 H29.6 財務省

予算執行調査資料抜粋
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関東地方整備局
関東技術事務所

○道路橋メンテナンス技術力の向上及び点検の質向上を図ることを目的に地方公共団体の道路管
理者を対象に大宮国道事務所が実施した橋梁点検結果及び診断結果の審議（対策区分判定の
妥当性及び部材単位、橋単位の診断の的確性、合理性等）を傍聴して頂いた。

大宮国道ホームページより
大宮国道事務所 管理第二課 TEL 048-669-1208

参加された方へのアンケート結果では、
「判定区分の決定にあたってのポイントがわかり非常に勉強になった」、「診断ポイントを聞くことが出来て大変参
考になった」、「コンサル点検調書に対する着眼点の参考になった」、「損傷状況の原因究明や補修等による解決
策の技術的なことが必要不可欠であると感じた」、「市全体にフィードバックすれば良いかを考えると、根本的な技
術者数、レベルが不足していることを改めて痛感した」等がありました。

参加者：埼玉県、市町村職員26団体35名

老朽化対策の取組み事例の紹介①（点検診断のプロセスを傍聴） 資料○

53

資料－⑭



関東地方整備局
関東技術事務所

Ｈ２９第１回道路メンテナンス会議資料より
横浜国道事務所

管理第二課 TEL 045-316-3539

○神奈川県では、市町村が管理する道路施設を適切に維持管理するための技術課題等について
気軽に相談できる、「市町村技術支援窓口」（政令市を除く市町村向け）を設置した。

（設置日：平成２９年１月２５日）

老朽化対策の取組み事例の紹介②（市町村技術支援相談の窓口） 資料○
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